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我が国における介護保険制度の導入の実態 と今後の課題

中学 ・高等学校の教科書に見られる介藤保険制度の記述を手がかりとして
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1_研 究背景

我が国の急速な高齢化は、21XXl年4月 からの介護保険導入など、今や国策を経 じて解決

すべき主要な社会問題 となつている。日本における高齢化の将来推計をみると、現在中

学 ・高等学校の生徒が高齢者となる時代には、日本全体の高齢化率は 32.3%を 占める1〕

と言われている 今 後の日本を背負う現代の若者は高齢化問題に関心を示し、より積極的

に関わつていくことが強く求められている。

日本において、高齢者を介護するのは家族、特に女性であるという風潮があるの。。こ

のことは今なお根強く残つてお り、要介護者から見た主な介護者の 71_Hが 同居している

家族うである。介書の負担は要介護者の家族、特に配口者、子ども、子どもの配鶴者に集

中する。という現なは、日本独特の福社社会に対する考え方として根強く残つている。 ま

た今後期待される要介護者を瞬近所など「地域の視点Jで見て行くという姿勢においては、

地域により格差があつた。このような背景から 「社会全体による介護Jへ の転換が必要で

あり、介護保険の導入は、今までの日本の福祉社会に対する考え方から欧米の自立型、相

五扶助型の福祉への方向性の転換でもあると言える。社会全体で支えて介護していくとい

う考え方は、ただ単に行政による福祉施設の充実やを入医療制度の改善だけでなく、ポラ

ンティアによるアタティビティーケアや、地域で赤ちゃんから高齢者、障害のある人や健

康な人など、すべての健康レベルの人々が交流できる場の充実等にも目を向け、地域全体
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で考えていくことである_

福社社会は 「責任を持つことができる自立した個人Jをサポー トするような社会であり、

その際の福祉は 「個人が自由意志で生きるための、相互扶助のしくみJが 充実していなけ

ればならない 相 互扶助による社会福社を実現するためには、 家 庭内や申校における福

社に関する教育のあり方が重要となつてくる、

近年、中学校や高等学校の正規授業に要分護者人の分助などの福祉実習を取り入れたり

奇奇め、大学においてもポランティアの活動を積極的に行いわめ'1。lD la単位として認めると

ころも出てきている ま た 教職免許法の改正により21X13年度から新教育潔程が適用され

高等学校の免許教科 として 1福社Jが 新設されたり、1990年代からは高等学校の教科であ

る家庭の中で、福社の内容を学べる機会が多くなつてきている_福 社が従来の限られた人

への保護数済だけではなくなり、高齢者福祉と介護を中心にどの人も福祉と関わりを持つ

時代となり、広く高校教育の中で、どの生徒に対しても福祉を学んでもらうことが必要に

なつたといえる。

現在の少子高舶 ヒ社会において福性を学ぶことが必要不可欠となつてきている_ 我 々

の世代は勿論のこと、次世代を生きる人々のためにも今こそ社会保障を真日に考え、行動

する時朔である.

2 研 究目的

介護保険制度は、今までの措置的な制度ではなく、利用者自らがサービスの内容を選択

していく新しい高齢時代の開度である 一 方で、お行していく中で発見されてきた多くの

問題点も指晴されている 中 学 ・高等学校の生徒は将来にかけて、これらの問題に積極的

に関わつていく世代に当たる。世界でもつとも早く高齢化が進行 した日本が、適切な高齢

対策をもつて迅速に対応 していくことは差し迫つた課題となつている。そのために果たす

教育の役割は極めて大きい

そこで、本研究では介譲保険何度を次世代に伝える中学 ・高等学校の教科書の記述を手

がかりにして、今後中学 ・高等学校において伝えていくべき内容について検討する

現在のところ介護保険翻度は、中学校の社会の公民的分野、高等学校の家庭、高等学校の

公民の中の現代社会、台理、政治 ・経済という科目の中で教えられている 教 科書はその

時代を映す標準的なものであるが、必ずしも各教科書の内容は同じではない_

本書文の特徴は、日本における急激な高齢化に対応するために、 「どのように次世代を

担う中学 ・高等学校の生徒を教育すればよいかJ、 その今 目的な課題を介護保険の現状を

把握 した上で、教科書を手がかりに検討する点である.数 多い福祉に関する教育のなかで

も、特に分護保険制度に焦点を接ることにより、具体的な教育的提言ができるといえる。
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■.中 学 ・高等学校教育の中の介護保険制度

1 教 科書の位置づけ

1)中学校

中学校用の教科書は、 「教科書の発行に関する臨時措置法J第 6条 第 1項の規定によ

り、指定数科書発行者の届出に基づき文部科学省において検定し、発行されたものである_

義務教育諸学校において使淵する教科書は、 「義務教育諸学校の教科用図書の無億措置に

関する法律J第 13条 第 5項 等の規定により、すべて教科書目緑に登載された教科書のう

ちから採択しなければならない(学校教育法第 107条の規定による教科用図書を除く)とい

う規定がある1〕

2)高等学校

高等学校用の殺科書は、 「教科書の発行に関する臨時措置法J第 6条 第 1項の規定によ

り、教科書発行者の届出に基づき文部科学者において検定し、発行されたものである。現

在用いられている高等学校用教科書は、新幸習指導要領(平成 11年文節省告示第 58号 )に

基づいて調燥 された文部科学省検定済教科書及び文綿科学倉著作教科書と、第 2学年以上

に用いられる従来の学習指導要領(平成元年文部省告示第 26'う に基づいて編集された文

部科学省検定済教科書及び文部科学者著作敬科書がある.

この 2種顔の教科書は、文郁科学者のホームページにおいて記載されている 「高等学校

用教科書目曇(平成 16年度の使用)Jに おいて、第 1部 衝 学習指導要領 (平成 11年文部省

告示第聴号う)、第2部 件 習指営要領仔 成元年文部省告示第湾掲う)に区分されている1。_

2.中 学 ・高等学校の介護保険制度の教育内容一学習指導要領

1)学習指導要傾とは

学習指導要領とは、学校教育において全目的に一定の教育水準を確保 し、本国どこにお

いても一定水準の教育を受ける機会を国民に保障することが要調されていることから、学

校において編成される教育課程について、国として大綱的に設けている基準のことである。

学習指導要傾は、国民として共通に身に付けるべき学校教育の目標や内容を示した国の基

準であり、各学校においては、この学習指導要領に基づき、教育課程を編成することにな

る。刀ヽ ・中学校学目指導要傾BRljでも、学増指導要領に示す各教科等の内容は、 「特に示

す場合を除き、いずれの学校においても取り扱わなければならないJと している。

文都省では、平成 10年 12月 14日 に幼稚田教育要領、小学校及び中学校学習指導要領

を、平成 11年 3月 29日 に高等学校学習摘培要領、盲学校、理学校及び瑳護学校粉稚部教

育要領、小学部 ・中学部学習指導要領、高等部学習指導要傾を告示した ま た、文部科学

省では、平成 15年 12月 26日 に、学習指専要領の更なる定若を進め、そのねらいの一層

の実現を図るために、小学技学習指導要領、中学校学習指導要領、高等学校学習指導要領、
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盲学校、理学校及び養護学髄」■ 部 ・中学部学習指導要領並びに盲学校、理学校及び装譲

学校高等部学習指導要領の一部改正を行つた lD

完全学校週 5H村 の下、各学校が 「ゆとりJの 中で 「特色ある教育」を展開し、子ども

たちに学習指導要領に示す基礎的 ・基本的な内容を検実に身に付けさせることはもとより、

自ら学び自ら考える力など '生きる力Jを はぐくむ教育が進められるような内容になつて

いる。具体的には授業時数の精減と教育内容の厳選、領に応じた指導の充実、体験的 ・間

題解決的な学習活動の重視、路合的な学習の時間の創設、運択学習の幅の拡大などがある_

の学習指導要領に記載されている目標

介護保険について書いてある教科書であつても、その取り上げ方や取り上げる内容とい

うものは中学校と高等学校、数料によつて異なってくる。それは学習指導要領において求

められているもの、目標が異なるからである。その各教料の目標の内容についてあげてみ

る

(1)中学校の公民

中学校の社会における公民的分野(以下公民と働 では、以下の4つ の目額があげられ

る181

・個人の率厳と人権の尊重の意義、特に自由 ・権利と責任 ・義務の関係を広い視野から正

しく認酸させ、民主羊基に関する理解を深めるとともに、国民章儀を担う公民として必

要な基礎的強差をお う_

・民主政治の意義、国民の生活の向上と経済活動とのかかわり及び現代の社会生活などに

ついて、日入と社会とのかかわりを中心に理解を採めるとともに、社会の諸問題に若目

させ、自ら考えようとする臨度を育てる_

・国際的な相互依存関係の深まりの中で、世界平和の実現と人類の福社の増大のために、

各国が相互に主構を尊重し、各国民が鶴力し合 うことが重要であることを認践させると

ともに、自国を表し、その平和 と採栄を図ることが大切であることを自党させる

。現代の社会的事象に対する関心を高め、様々な資料を適切に収集、運択 して多面的 ・多

角的に考察し、事実を正務にとらえ、公正に判断するとともに適切に表現する能力と臨

度を育てる。

(2)高等学校の家庭

高等学校の家庭は、家庭という教科が家庭基礎、家庭総合、生活技術の各科目に分かれ

それそれ目標が上げられている.「 人間の健全な発達と生活の普みを総合的にとらえ、家

族 ・家庭の意義、家族 ・家庭と社会とのかかわりについて理解させるとともに、生活に必

要な知畿と技術を習得させ、男女が協力して家庭や地城の生活を創造する能力と実験的な

強度を育てるJと いう大きな目標のもとに3つ の区分それぞれの各科目に目標があげられ

ているW〕_



( 2 ) - 1 家】≧理輔建

家庭基礎では 「人の一生と家族 ・福社、衣食住、消費生活などに関する基礎的 ・基本的

な知段と技術を習得させ、家庭生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てるJを 目

標としている。

(2)-2家 庭総合

家庭檎合では r人の一生と家族、子どもの発達と保育、高齢者の生活と福祉、衣食住、

消費生活などに関する知議と技術を構合的に習得させ、生活課題を主体的に解決するとと

もに、家庭生活の充実向上を図る能力と実際的な簿度を育てる」を目標としている_

(D-3生 活技術

生活技術では 「人の一生と家族 ・福祉、消費生活、衣食生、家庭生活と技術革新などに

関する知様と技術を体験的に習得させ、生活課題を主体的に解決するとともに、家庭生活

の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てるJを 目標としている_

(3)南等学校の公民

高等学校の公民では、 「広い視野に立って、現代の社会について主体的に考察させ、理

解を深めさせるとともに、人間としての在り方生き方についての自党を育て、民主的、平

和的な国家 ・社会の有為な形成者 として必要な公民としての資質を養 うJと いう大きな目

標のもとに3つ の区分それぞれの各科目に目標があげられているlel.

(3)-1現 代社会

現代社会では、 「人間の尊重と科学的な探究の精神に基づいて、広↓域 腎に立って、現

代の社会と人間についての理解を深めさせ、現代社会の基本的な問題について主体的に考

え公正に判断するとともに自ら人間としての在 り方生き方について考える力の基礎を装

い、良較ある公民として必要な能力 と態度を育てることJを 目標としている

0)-2台 理

台理では 「人間尊重の精神に基づいて、青年期における自己形成と人間としての在 り方

生き方について理解と思案を深めさせるとともに、人格の形成に努める実際的意欲を高め、

生きる主体としての自己のと立を促 し、良歳ある公民として必要な能力 と態度を育てるこ

とJを 目標としている。

(3)-3政 治 ・経済

政治 ・経済では 「広い視野に立って、民主主義の本質に関する理解を深めさせ、現代に

おける政治、経済、国際関係などについて客観的に理解させるとともに、それらに関する

諸課題について主体的に考察させ、公正な判断力を装い、良接ある公民として必要な能力

と態度を育てることJを 目標としている。

ゆ学習指導要傾に記載されている内容
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学習指導要領の日標が各教科において異なつているため、それに伴い内容も教科ごとに

特徴がある1め

(1)中学校の公民

中学校の公民では 「現代社会と私たちの生活J、 「国民生活と経済J、 「現代の民主

政治とこれからの社会Jの 3つ の内容に分力れ ている0,「 現代社会と私たちの生活」で

は、現代日本の発展の過程と国際化の進展のあらましについて理解させるとともに、現代

社会の特色に気付力せ たり、現在の日本において家族や地域社会などの機能を扱い、人間

は本来社会的存在であることに若目させ、個人と社会 とのかかわりについて考えさせる内

容が含まれている 「 国民と活と経済Jは 、身近な消費生活を中心に経済活動の意義を理

解させるとともに、価格のおきに着目させて市場経済の墓本的な考え方について理解させ

たり、国民生活と福社の向上を図るために、国や地方公共団体が果たしている経済的な役

割について考えさせる内容となつている

「現代の民主攻冶とこれからの社会Jで は、人間の尊重についての考え方を、基本的人権

を中心に深めさせるとともに、法の意義に着目させ、民主的な社会生活を営むためには、

法に基づく政治が大切であることを理解 させ、我が国の政治が日本国憲法に基づいて行わ

れていることの意義についてや、地方白治の基本的な考え方、 世 界平和の実現と人類の

福社の増大のためには、国家間の相五の主機の尊重と協力、各国民の相互理解と協力が大

切であることを認識させるといつた内容を合んでいる_

の 高等学校の家庭

(2)-1家 庭基礎

家庭基礎は 「人の一生と家族 ・福lLj、 「家族の生活と健康J、 「消費生活と環境J、

「ホームプロジェタトと学校家庭クラブ活動Jの 4つ の内容に別れている_

r人の一生と家族 ・福祉Jで は、人の一生を生産琵澄の視点でとらえ、家族や家庭生活

のを り方、乳幼児と高齢者の生活と福社について理解させ、男女が相互に協力して、家族

の一
員としての役割を果たし家庭を集くことの重要性について認機させることに主眼を

おき、生置携達の視点で各ライフステージの特徴と課題について理解や青年期の課題を踏

まえて、男女が働力して家庭を築くことの意義と家族や家庭生活の在り方について、乳勘

児の心身の発達と生活、親の役引 と保育及び子どもの福社について、 高 齢者の心身の特

桜と生活及び高齢者の福社についての理解を取 り上げている.

犠 の生活と健康Jで は、家族の食生活、衣生活及び柱生活に必要な基礎的な知識と

技術の習得を主眼におき、栄養、食品、召理、食品術生などに関する基礎的な知識 と技術

の習得、 被 限の機能と若装、被限材料、被服管理などに関する基礎的な知識と技術の習

得、 住 居の機能、住生活と健康 ・安全などに関する基礎的な知畿と技術を習得について

取り上げているゃ
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「消費生活と環境Jで は、家庭経済や消費生活に関する基礎的な知践を習得させるとと

もに、現代の消費生活の課題について認識させ、消費者として責任をもつて行動できるこ

とを主限におき、家庭の経済生活、社会の変化と消費生活及び消費者の権利と責任につい

ての理解、現代の消費生活と環境とのかかわりについての理解を取り上げている。

また 「ホームブロジェクトと学校家庭クラブ活動Jも 内容に合まれている_

Q)-2家 庭総合

家庭総合は以下の6つ の内容に別れている.

「人の一生と家族 ・家庭」では、人の一生を生涯発達の視点でとらえ、家族 ・家庭の意

義、家族 ・家庭と社会とのかかわりについての理解や、男女が相工に協力して、家族の一

員としての役割を果たし家庭を築くことの重要性について認段させることを取り上げて

いる 具 体的内容としては、生涯発達の視点で各ライフステージの特徴と線題について理

解させ、青年期の課題である自立や男女の平等と相互の協力などについての認議や、家庭

の機能と率ほ関係、家族 ・家庭と法律、家庭生活 と福祉などについての理解、青年期の採

題を踏まえ、生活設計の立案を通して、自己の生き方や将来の家庭生活と職発生活の在 り

方について考える、などである_

「子どもの発達と保育 ・福仙 では、子どもの発達と保育、子どもの福社などについて

理解させるとともに、子どもの健全な発造を支える親の役寓と保育の重要性や社会の果た

す役割について認識させ、保育への関心をもたせる内容となつてお り、母体の健康管理と

子どもの誕と、子どもの心身の発達と特領及び子どもの生活と遊びについての理解、親の

役割と子どもの人間形成及び親の保育責任とその支援についての理解、子どもが健全に育

つことをたらいとした児童福社の基本的な理念についての理解などをとりあげている

「高輪者の生活と福祉Jで は、高齢者の心身の特徴と生活、高齢者の福祉などについて

理解させるとともに、介護の基礎を体験的に学ぶことを通して、高齢者の自立生活を文え

るために家族や地域及び社会の果たす役割について認強 させることに主眼をおいている

「高齢者の心身の特徴 と生活」では、如齢に伴 う心身の変化と特徴について理解させる

とともに、高齢者の生活の現状と課題について認強させ、高齢者との適切なかかわりにつ

いて考えさせる.具 体的には、高齢社会の現状と誤題について考えさせ、高齢者福社の基

本的な理念と高齢者福社サービスについての理解、日常生活の介助を体験的に学ぶことを

通して、高齢者介護の心帯えやヨミュニケーションの重要性について認識させ、高齢者と

お切に力功 わヽることができるようにすることがあげられている。

「生活の科学と文化Jで は、衣食住の生活を科学的に理解させるとともに、衣食住に関

する先人の知意や文化を考えさせ、充実した衣食住の生活を営むことができるようにする

ことに主眼をおき、栄養、食品、買理などについて科学的に理解 させること、被限材料、

技服の格皮、被服理作、横服整理などについて科学的に理解させること、住居の機能、住

空間の計画、住環境の整情などについて科学的に理解させること、衣食住にかかわる生活



文化の背景について理解させるとともに、生活文化に関心をもたせ、それを伝承し創造し

ようとする意欲をもたせることがとりあげられている、

「消費生活と資源 ・環境Jで は、家庭の経済生活、消費者の権利と責任などについての

理解させるとともに、現代の消費生活の課題について認畿させ、資源や環境に配慮 し、消

費者としての適切な意思決定に基づいて、貫任をもつて行魂できるようにすることを主題

とし、消費行動における意思決定の過程とその重要性についての理解や、家庭経済と国民

経済との力均 わヽりについての理解、消費生活の現状と課題、消費者問題 と消費者の保護、

消費者の責任及び生活情程の収集 ・選択と活用についての理解、現代の消費生活 と資源や

環境との力均 わヽりについての理解などがあげられている

また 「ホームプロジェタトと学校家庭クラブ活動Jも 内容に含まれている_

0-3生 活技術

生活技術は以下の 7つ の内容に別れている.

「人の一生と家族 ・福祉Jで は、人の一生を生漢発達の視点でとらえ、家族や家庭生活

の在 り方、乳幼児と高齢者の生活と福社について理解させ、男女が相互に協力して、家族

の一員としての役割を果たし家庭を築くことの重要性について認践させることを十頭に

おいている。具体的には生渡発達の視点で各ライフステージの特伎と課題について理解さ

せ、青年期の課題を踏まえて、男女が協力して家庭を築くことの意義と家族や家庭生活の

在 り方について考えることや、乳幼児の心身の発達と生活、親の役寓と保育及び子どもの

福社についての理解、高齢者の心身の特徴と生活及び高齢者の福社についての理解などで

あるゃ

「消費生活と環境Jで は、家庭経済や消費生活に関する基礎的な知識を習得させるとと

もに、現代の消費生活の課題について認擁させ、消費者として責任をもつて行動できるこ

とをあげており、家庭の経済生活、社会の変化と消費生活及び消費者の権利と責任につい

ての理解や、現代の消費生活と環境とのかかわりについての理解などがあげられている.

「家庭生活と技術革新Jで は、科学技術の進展が家庭生活に及lffy客 について理解さ

せ、家庭生活の充実を図るためのヨンピュータの活用や家庭用機器の適切な管理と活用が

できるようにすることをキ顕においている 具 体的には、家庭生活の変化は科学技術の進

展と大きくかかわつていることへの理解、高度情報通信社会と家庭生活とのかかわりにつ

いての理解、家庭用機器の強鶴と活用及び安全と管理についてへの理解などである。

「食生活の設計と調理」では栄養、食品、調理などに関する知段と技術を習得させ、充

実した食生活を営むことができるようにすることをあげている。例えば家族の食生活の現

状と課題について考えさせ、健康と栄養とのかかわりについてへの理解や、食品の栄養的

特質と調理上の性質につい手の理解、食生活環境の変化及び食生活の安全と衛生について

の理解などである_

「衣生活の設計と製作Jで は、被限の若装、製作、管理などに関する知哉と技術を習得
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させ、充実した衣生活を営むことができるようにする_

rt生 活の設計とインテリアデザインJは 、住居の機魅、設計、管理などに関する知議

と技術を習得させ、充実した住生活を営むことができるようにする

「ホームブIIジェクトと学校家庭クラブ活動Jと いうものもある。

(3)高等学校の公民

(D-1現 代社会

現代社会では以下の 2つ の内容に別れている

「現代に生きる私たちの課題Jで は、現代社会の話間層について自己とのかかわりに着

目して課題を設け、倫理、社会、文化、政治、経済など様々な観点から追究する学習を通

して、現代社会に対する関心を高め、いかに生きるかを主体的に考えることの大切さを自

党させる

「現代の社会 と人間としての在 り方生き方Jで は、現代社会について多様な角度から理

解させるとともに、青年期の意義、経済活動の在 り方、政治参加、民主社会の倫理、国際

社会における日本の果たすべき役割などについて自己とのかかわりに若目して考えさせ

ることを主眼においている.例 えば、大来化、少子高齢化、高度情報化、国際化など現代

社会の特質と社会生活の変化についての理解、現代の経済社会における技術革新と産業需

造の郷 ヒ、企業の観き、公的部門の役割 と租税、金融機関のおき、雇用と労働問題、公害

の防止と環境保全についての理解、基本的人権の保障ととの支配、国民主権と議会樹民主

士芸、平和主義 と我が国の安全についての理解、世界の主な国の政治や経済の動向に触れ

ながら、人権、国家主権、傾上に関する国際法の意義、人穂 ・民族問題、核兵準 と軍精問

題、我が国の安全保障と防衛、資本主義経済と社会去と経済の変容、貿易の拡大と経済摩

擦、南北問題についてへの理解などである

(D-2倫 理

台理は以下の 2つ の内容に別れている

「青年期の課題と人間としての在り方生き方Jは 、自己の生きる課題とのかかわりにお

いて、青年期の意義と課題を理解させるとともに、先哲の基本的な考え方を手掛かりとし

て、人間の存在や価償について思索を深めさせることを圭題においている 例 えは 人生

における哲学、宗教、芸術のもつ意義などについて理解させ、人間の存在や衛官にかかわ

る基本的な課題を探究させることを通して、人間としての在り方生き方について考えを深

めさせることや、日本人にみられる人間標に 自然&宗 教視などの特質について、我が国

の風土や伝盗、外来思想の受容にはれながら、自己とのかかわりにおいて理解させ、国際

社会に生きる主体性のある日本人としての在り方生き方について自党を深めさせること

などである。
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「現代と倫理Jは 、現代に生きる人間の倫理的な認題について思索を深めさせ、自己の

生き方のな立を促すとともに、よりよい国家 ・社会を形成し、国際社会に主体的に貢献し

ようとする人間としての在 り方生き方について自党を深めさせることをあげている_例 え

ば、現代の倫理的課題を大局的にとらえさせ、今日に生きる人間の課題について理解させ

ることや、人間の尊厳と生命への畏歓、自然や科学技術と人間とのかかわり、民主社会に

おける人間の在 り方、社会参加と奉仕、自己実現と幸福などについて、白理的な見方や考

え方を身に付けさせ、他者と共に生きる自己の生き方にかかわる課題として考えを深めさ

せること、生命、環境、家族 ・地域社会、情報社会、世界の様々な文化の理解、人類の福

社のそれぞれにおける色理的課題を、自己の課題 とつなげて追究させ、現代に生きる人間

としての在 り方生き方について自党を深めさせることなどである_

(3)-3政 治 ・経済

政治 ・経済は以下の 3つ の内容に別れている。

「現代の政治Jは 、現代の日本の政治及び国際政治の動向について関心を高め、基本的

人権と議会制民主主主を尊重 し鏡ますることの意義を理解させるとともに、民主政治の本

質について探究させ、政治についての基本的な見方や考え方を身に付けさせる.

「現代の経済Jは 、現代の日本経済及び世界経済の動向について関心を高め、日本経済

の国際化をはじめとする経済生活の変化、現代経済の機能について理解させるとともに、

その特質を探究させ、経済についての基本的な見方や考え方を身に付けさせる.

「現代社会の静課題Jは 、政治や経済に関する基本的な理解を踏まえ、現代の政治や経

済の音課題を追究する学習を行い、望ましい解決の在 り方について考察させることを主題

においている 具 体的には大きな政府と小さな政府、少子高齢社会と社会保障、住民生活

と地方自治、情報化の進展と市民生活、労使関係と労働市場、産業構造の変化と中小企業、

消費者問題と消費者保護、公害防止と環境保全、農業と食料問題などについて、政治と選

済とを関連させて考察 させることや、地球秦境問題、核兵器と軍お、国際経済格差の是正

と国際鶴力、経済摩様と外交、人種 ・民族問題、国際社会における日本の立場と役割など

について、攻冶と経済とを関連させて考察させることである。

3_中 学 ・高年学校の教科書が記述する介書保険制度

1)研究対象激科書の内訳(中学校)20j

本研究において対象とした教科書は、以下の教科書である像 1)



■
■

表 1中 学校用―教科書の教科別の種類数と点数と介護保険に関するヨ益の有無

(平成 14～17年度使用)

郵 額
教

点数 記述

あり
謝 額

数
点数 謎

あり

国 諦

書 写

社会(地理的分動

社会優 史的分勁

社会俗 民的分動

地 図

数 学

理科 (第一
分野)

邸 僚 動 動

５

８

７

８

８

２

６

５

５

５

６

７

８

８

２

８

０

０

O

音楽(一  抑

音楽僻 わ

美   術

保 住 体 育

技術 ・家庭(技術分

勁

技術 ・家庭離 分

野)

英   語

２

２

３

３

２

２

７

６

２

９

３

２

２

２ ‐

合計 75 139 1

キ 「記述あり」とは、介護保険に関する記述のあつた教科書をしめす

2)研究対象教科書の内訳(高等学牧メn

今回の研究対象には第 1部の新学習指導要領に基づいて編集された文部科学省検定済教

科書及び文部科学省著作鞍科書を対象とした.

今回百査対象とした第 1部記載の教科書とは、新学習指導要領(平成 11年 3月 29回 文

部省告示第 弱号)|こ基づいて編集されたもので、この学習指導要領の適用を受ける平成 lS

年度入学生徒から使用するものである。 た だし、これらの生徒が使用しようとする教科

書が第 1部にない場合には、第 2部 から採択することができる仕組みとなつている_

また、第 1部記載の教科書の教科別の種顔数 ・点数、介護保険に関する記述の有無は、

別表のとおりである債 り_
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表 2 高 等学校用―教科書の教科別の密類数と点数と介護保険に関する記述の有無

綿 検定済み

教科書

謝 検定済み

教科書

練 点数 額 点数

〇普通接育に関する各

抑

国語表現I

国斎表貌

国活総合

現代文

古典

古典寄誘

世界史A

世界史B

日本史A

日本史B

題 A

劇既里 B

地田

現代社会

餌
喜 B 治

・
想 規 序

数学基礎

数学I

抑

絆 A

幹 B

癖 C

郵 難
理辞路合A

理科総合B

駒理I

働甑

化学I

化学I

生駒I

生碗エ

７

７

如

２‐

１９

３

１

１

７

１

７

５

８

６

１

５

５

如

如

刻

‐９

・５

４

・０

９

９

７

・２

７

‐２

６

７

７

夕

２．

２５

３

１

１

７

１

７

５

８

・６

‐１

・５

５

２０

如

如

１９

‐５

４

・０

９

９

７

・２

７

‐２

６

音楽I

音楽エ

実行I

範
工芸I

工芸ェ

証 I

抽

オーラルコミュニケーションI

オーラルコミュニケーションI

夢曽ほI

姉
リーディング

ライティング

鶏
榊

O専 門教育にBBする各教科

藤
球
藤
経
薙
僻
融

O文 部科学省著作教科書

農素
工莱

水産

家庭

看護

合計

６

５

３

２

１

１

７

７

・９

７

３５

３５

‐４

・５

10

31

２０

６．

ぁ

２

６

４

８

７

２

９

５

４

６

５

３

２

１

１

７

７

・９

７

３５

拓

３７

・４

距

・３

３‐

如

７．

郷

２

６

４

８

７

２

３

５

　
８

?66
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地学I

地学I

保鶴体育

５

２

　

　

５

５

２

　

　

５

737

率綱掛けされた教科書は介護保険に関する記述あり_

D導 科書宙査の方法

(1)調査方法

調査方法は対象教科書において、介護保険に関する記述があつた教科書における学習指

導要領の目標、内容について分析をする。教科は中学校の公民的分野、高等学校の家庭像

庭基礎、家庭総合、生活技御 、高等学校の公民(現代社会、倫理、政治 ・経済)である

教科書の分析としては、 「研究対象教科書において介護保険に関する記述のあった教科

書数J、 「記述のあつた教科書における 「もくじ」の内容J、 「教科書と筆者との関係J、

「教科書と出販者との関係J、 「教科書内容分類僻 日とカテゴリー、各教科書とカテゴ

リー)J、 「教科書に記載されている園及び表一
環」についておこなう_

これらの結果より、教科書の内容と現状の介護保険制度との守離についてや、あるべき

介護保険柄度にBSfる 教育の方向性について考察する。 研 究対象教科書とは、中学校、

高等学校の教科書の中に、 「介毒保険」の話の記述があるものである_

(2)調査対象激科書

中学校 ・高等学校の対象教科書は、中学校が 139冊 、高等学校が 765冊 であつた。その

うち、介護保険に関する記述のあつた教科書は中学校では、社会俗 民的分野)の 8冊 であ

り、高等学校では家庭の 19冊 、公民働 代社会)16冊 、公民(倫理)11冊 、公民(政治 ・経

済)15冊 だつた_こ の中で研究調査朔間である 2tll13年10月 1回 現在で出厳されていない

公民(現代社会)1冊 と公民敏 治 ・経済)10冊 は対象外とした。以上より、分析潤査の対象

教科書は中学校 8冊 、高等学校 55冊 である

4.教 科書調査の結果

1)研究対象教科書において弁護保険に関する記述のあつた教科書数

介書保険に関する記述のあった教科書は、総数 51冊 であつた_記 述のあつた教科書の

教科別内訳ははつきりと分かれる結果であつた

中学校においては、社会松 民的分野)においてのみ記述が認められ、高等学校では、家

庭、公民(現代社会)、公民て台理)、公民破 治 ・経済)で認めた(表D_

中学 ・高等学校の家庭科では、中学校の家庭科においては介譲保険に関する記述がない

のに対し高等学校では指定数科書 19冊 中 18冊 において記述を認めた。
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公民では、中学 ・高等学校ともに記述を認め、高等学校においては公民が現代社会、台

理、政治 ・経済の3分野に分かれているが、そのいずれにも記述されている教科書があっ

た 中 学校の社会松 民的分野)においては指定 8冊 中7冊 に記述があつた。高年学校の

公民の中の現代社会は指定 16冊中 13冊 (うち 1冊は現在未発売)、倫理は指定 11冊 中6

冊、政治 ・経済は指定 15冊中5冊 に記述があつた。

表 3 分 析調査対象教科書数と介護保険に関する記述のあった教科書数

中学校 高等学校

対象教科書教 1 3 9 冊 7 6 5 冊い 1部)

介護保険について

記述のあった

押 激

社会徐 民的分勁

指定 8冊 中7冊
家庭(家庭基礎)  指 定 10冊 中 10冊

家庭像 庭構ω    指 定 8冊 中7冊

家庭性 活技術    指 定 1冊 中 1冊

公民傷 代社会)  指 定 16冊 中 13冊

(うち 1冊 は現在末発売)
公民e付I勁     指 定 11冊 中6冊

公民(政治 ・経済) 指 定 15冊 中5冊

(うち 10冊 は現在未発

売)

記述のあつた教科

書

7冊 4 2 冊

の記述のあつた教科書における |もくじJの 内容

介護保険に関する記述のあった教科書の 「もくじJの 内容を分類した。中学校の公民は

高等学校の教科書の多くが掲、章、大項目、中項目、小項目の 5項 目に別れているのに対

し、月、章、大項目、小項目のほ|ま4つ に分類することができた、

中学校の公民の内容は、源は暮らしや生活に関する枠ユみであり、率は福社について、

大項自、小項目は社会保障の一環として介書保険を取り上げている項目が多かった,

高等学校の家庭では家庭基礎、家庭総合、生活技術ともに、福においては 「人」、 「人

生J、 「生きる」などがキーワードとなつている。そこから幸では 「高齢者J、 「高齢社

会Jへ と発展し、大項目、中項目では 「社会システムJ、 「福拘 が表れ小項目で 「介護

保険Jに ついてあげられているゃ

高等学校の現代社会では、編においては 「現代の社会J、 「人間J、 「人間としてのあ

り方Jな どがキーワードとなっている.そ こから章では 「国民福仙 、 「福祉社会Jへ と

発展し、大項目、中項目では 「経済J、 「社会保的 、 「少子高齢化Jが 表れふ項目で F介

護保険J、 「高齢化J、 「社会保障協度Jに ついてあげられている_

高等学校の台理では、温においては 「現代の白理J、 「現代を生きるJな どがキーフー

ドとなつている。そこから章では 「現代の議課題J、 「台理」へと発展し、大項目、中項
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日では 「家族 ・地機社会J、 「地浅社会Jが 表れか項目で 「高齢社会J、 「少子化Jに つ

いてあげられている。

高等学校の政治・経済では、遍においては 「現代社会Jな どがキーワードとなつている。

そこから章では 「現代経済J、 「現代社会J、 「現代政治Jへ と発展し、大項目、中項目

では 「社会保障J、 「少子高齢化Jが 表れ小項目で 「社会保障制度Jに ついてあげられて

いる。

3)激科書と筆者との関係

中学校の公民(表0に おいては、対象 8教 科書中、介護保険についての記述があったも

のが 7教科書で 7教科書はすべてにおいて異なる出ほ者、著者であった

高等学校の家庭俵 5)は家庭総合、家庭基礎、生活技術に分かれているため 1人 の筆者

が 3分 野もしくは 2分 野を執年していることがある。3分 野の数料書を執告 している著者

は 1名 、2分 野を執尊 している著者は 7名 だつた,複 数執体をしている8名 のうち、執奪

教科書すべてにおいて介護保険に関して記述した著者は 7名で、残 り1名 は家庭結合には

記述がなく、家庭基礎にはあつた

高等学校の現代社会 (表 0で は、同じ出版社が発行する教科書の著者が同じであるケ

ースが 1作あつた ま た、この著者は現代社会以外にも政治 ・経済の教科書も執祭してお

り、政治 ・経済の教科書においても介護保険に関する記述があった

高等学校の綸理伝 つでは、9教 科書中4教科書に介護保険に関する記述があった。9教

科書とも出版社扱び著者は同じだつた。

高等学校の政治 ・経済GDで は、対象載科書の 5教 科書中すべてにおいて介霞保険の

記述があつた そ のうち 1教科若は現代社会の教科書を顎離 している著者であり、出ほ社

も同じであつた、

表 4 中 学校公韓 書 出 厳者及び著者代表

教科書 散科書名 出ほ社 著者代表

公 9 0 1 わたしたちの中学社会 公 民的分野 日新 理

公 9 0 2 新しい社会 公 民 東書 田逮裕
公 9 0 3 中学社会 公 民的分野 大手 佐藤幸治

公 9 0 4 中学社会 公民 と もに生きる 教 出 阿部" 奥 田義雄 雀 山晴
生

(    公
905j

新 中 学校 公 民 口 本の社会と世界 清水 中村研一 西 島保孝 大 回

勇次郎
公 9 1 B 社会科中学生の公民 地 球市民をめさし

て最新ほ
帝国 谷本美産

公 9 0 7 中学生の社会科 ・公民 現 代の社会 口文 伊東光晴
公 9 0 8 中学 社会 新 しい公民激科書 扶桑社 百部適 佐 伯啓思
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衰 5 高 等学校串 書 出 版者及び著者代表

教科各 錦 秘 出販社 著者代表

家庭 l101 家庭総合 購 牧野カツヨ

雑 l X 1 2 家庭強合 姻 標井穂子

身健 lX13 家庭鶴合 自 分らしい生き方とパー ト

ナーシンブ
難 宮本みち子

家庭 lllX 家庭絡合 21 難 春 口覚

薙 l 1 0 5 家庭構合 明 日の生活を築く 開隆堂 金田和子 鶴 回数子

薙 l X E 家廃経合 生 活の創造をめざして 線 中間美秒子

(家庭 lX17)家庭携合―ともに生きる一 ギ ―番ヶ瀬康子

毅 t X 1 8 高等学技 家 庭鶴合 生 活に生かさを

もとめて
第

一 利 町芳子

家庭 lllD 薙 盗 購 牧野カツヨ

薙 010 穀 歓図 観井穂子

毒葡甚 011 垂岳基礎 気 づく・追求する ・行動す
る

鋼 武藤八童子

寄毬甚012 家庭基礎 自 分らしい生き方とバー ト

ナーシップ
実教 宮本みち子

傷露E≧013 薙 亜 21 難 春■寛

薙 014 家庭基礎 明 日の生活を築く 開隆量 金田利子 鶴 田敦子

雰印と015 家庭基礎 生 活の創造をめざして 線 中間美砂子

難 016 豪底基礎―すこやかに生きる一 一
橋

一番ヶ溢 子

難 017 これからの家庭基礎―あたらしい生活
を求めて一

一
橋 竹中意美子

家庭 018 高等学校 家 庭基礎 自 分らしく生き
る

第
一

翻 町芳子

難 019 生活技術 教口 標井純子
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表 6 高 等学校現代社会謝 書 出 版者及び著者代表

教科書 h 謝 酪 出肢社 第 鯖

現社 ∞1 現代社会 購 佐 々 殺

現社 lX12 高枝現代社会 鶏 伊藤光時

現社 lX13 現代社会 難 堀尾単久

現社 H14 現代社会 =省 主 加藤哲郎 伊 藤正直 中 西

新太郎

(現社 lX15) 現代社会 地 球社会に生きる 激出 河合秀和

現社 ∞7 高枚生の新現代社会
―地球市民として生きる一 最 新版

帝国 谷内達

現社 Ot18 現代社会 山川 山崎盾現 平 島佐司 坂 回

正二郎 粕 谷議 液 井儀

現社 lXD 現代社会 -21世 紀を生きる一 郷 北村津基

現社 010 高等学校 現 代社会 郷 山本武利

現社 011 高校現代社会一現代を考える一 一
績

~ 谷
貫夫

現 社 012 高等学校 現 代社会 第
一 阪上頼夫

現 社 013 高等学校 新 現代社会 第
一 阪上煩夫

現社 014 現代社会 東学 馬発藤様 大 由雅之

現社 015 期 継 会 福原 島野貞奮

表 7 高 等学校台理―教科書 出 版者及び著者代表

教科書 h 教科書名 山版社 争苦代表

(偽理 ∞D 拠 府 平木幸二郎

台理 確 髄 中数 麟部東長 持 田行雄

倫 理∞0 倫理 自 己を見つめて 数 日 穂田滑一

崎 理lX 1 0 高等学校 新 台理 淋 菅野去明 山 田思杉

(白理 tXめ 現代の合理 山"i 演井体

台理 lXE 高等学校 台 理 獅 佐藤正英

合理 lX17 高等学校 合 理 第
一 式部久

合理 tX18 角理 真学 湯浅泰雄

俗 理009j 角理 難 城壊登 古 田光

台理 010 高等学校現代台理 清水 木村清孝 村 上隆夫

台理 011 合理―現在(いま)を未来(あすうにつな

げる―

一
機 高構哲哉

表 8 高 等学校攻選―教科書 出 版者及び著者代表

教科書N o 郷 酪 出ほ社 詐

現躍tXll 政治 ・経済 鶏 都留重人

薙 I t 2 高等学校 新 政治 ・経済 浦水 大芝売 大 山札子

建 l D 3 高等学校 政 治 ・経済 跡 筒井者水

嬢 l X 1 4 高等学校 政 治 ・経済 第
一 阪上頂夫 花 輸俊哉

政経 lX15 新攻治経済 桐原 野中俊産

0教 科書と出ほ者とのB8M

介護保険に関する記述のある教科書を出版しているところは 211社だつた 内 訳として

は、中学校公民では?社、高等学校の家庭(家庭基礎、家庭総合、生活技紛 は7社、現代
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社会は 10社 、白理は 6社 、政治 ・経済は 5社 だつた そ の中で介護保険に関する教科書

を最も多く出版しているのは実教書播株式会社似 下実数という)で 7冊 、次に株式会社第

一学習社(以下第一という)が 6冊 、教育園書株式会社(以下教図という)が 5冊 、東京書橋

株式会社(以下東書という)と数研出厳株式会社(以下数研という)、一橋出版株式会社(以

下一橋という)がそれぞれ 4冊だつた。2冊 出版 している出版社は 6社 、1冊の出版は 7社

だった

介護保険に関する記述がない教科書を発行している出版社は 6社 だつた 記述のない教

科書数が 1冊である日肢社は4社 で、2冊 が 1ほ 3冊 が 1社だつた

5)教科書内容分頚

(1)科目とカテゴリー(表9

介護保険に関する期記述のある文章を抜き出し、一文章ずつカテゴリー別に分けた

カテゴリーは、介記保険法と参考図書塑】23jの目次を参考に作成した.カ テゴリー13項 目と

科目とが当てはまる文章教をあげたものである債 25)である.

カテゴリー別でみてみると、最も文章数が多かつたのは 「制度の翻設の背景とねらいJ

で 126文 、次に 「今後の課題J44文 、 「問題点」30文 だつた。逆に最も文章数が少なか

つたのは r介苺保険事業計画Jと 「介護保険審査会Jの 3文だつた

科目別に見ると高等学校の家庭基礎が 82文で最も多く、続いて現代社会 70文 、家庭絡

合 54文 だつた 少 なかつたのは高等学校家庭の生活技術 7文 、公民の政治 ・経済 25文 、

公民の倫理 34文だつた。

表 9 科 日とカテゴリー項目における文章数

器

カテゴリー

中戦 高等学校
合

計
公 民

疑 公 民

雑
襲

雑
鮪

鎌
節

現代

接

台理 治

済

攻

経

制度の自設の背景と

ねらV｀

27 2 4 14 0 33 18 10 126

保険者 1 5 2 0 1 C 1 10

介苺保険事業計画 0 1 1 0 1 C 0 3

介護認定審査会 2 4 4 1 1 0 0 12

介護保険審査会 1 1 1 0 0 0 0 3

被保険者 3 5 6 1 1 0 1 17

要介種 (要支援)認定 3 2 1 1 1 0 tl 8
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保険治付の種類 と受綸 0 4 4 1 1 0 1 11

介護報配憐悲サービス

計画(ケアプラン)

l 9 8 2 3 0 1 24

利用者側 用者負D 1 10 8 1 7 0 3 3 0

指定事業者及び

中

0 6 3 0 1 0 0 10

問題点 7 1 2 0 5 4 30

今後の課題 3 12 3 1 10 4 4 4

合計 4 9 82 54 7 70 34 25 328

の 各教科書とカテゴリー

介護保険に関する記述のカテゴリーと各教科書との関係をみた伎 10カ テゴリーに議

当する文章の数が多かった教科書は、中学校の公民の教科書である番号 907番 (以下公民

907と路す)31文、高等学校の家庭の教科書である番号 012番 (以下家庭 012と略す)18文、

家庭の教科書である番号 018番 (以下家庭 018と略す)15文だつた.

公民 907をみると、介護保険に関する 「背景とならいJに ついては 31文 中 13文 と最も

多くの割合を示したK4r2.い 家 庭 012に おいても最も多くの記述があった項目は 「背景

とねらいJで 4文 、家庭 018は 「課題Jが 最も多く5文 だつた

表 10 介 護保険に関する記述内容のカテゴリーと各教科書との関係/

キ介謹保険に関する記述がある文書を1と し、数字は文章数を戒

閣度の郷

設の背景
とねらい

保
険
者

卜

Ｅ

ヽ

ど

Ｆ

Ｓ

ｉ

】―

，

介
蔽
保
険
認
定
審
査
会

介
藤
保
険
審
査
会

装
保
険
者

要
介
霞
認
定

保
険
給
付
の
薇
頼
と
受
給

介護報
配介額
サービ

ス計画

利
用
者

（利
用
者
負
担
）

指
定
事
業
者
及
び
介
ま
保
険
施
設

問
題
点

像
題

合
計

背
景

と
お
ら

い

制
度

の
自

説

介
痩
支
援
専
門
員

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
内
容

公 9 0 1

公 9 0 2

公 9 0 3

“ヽ 904

公 9 0 6

公 的7

公 9 0 8

１

１

１

１

　
　
　
１

３

１

１

１

２

　
　
　
１

２

１

l

2 1

1

2 3 1 1

１

，５

１

２

２

４

３

　

４

３．

３
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家 的1

家 l X 1 2

家 l l l 1 3

家 l l l 1 4

家 l X 1 5

家 t X 1 6

家 0 0 8

家 l l l n

家 0 1 0

家 0 1 1

家 01 2

家 0 1 3

寓κ014

家015

家 016

家 017

家 018

家 019

現 l l l l l

現 l X 1 2

現 0 0 3

現 l X 1 4

現 l X 1 7

現 0 0 8

現 m

現 0 1 0

現 0 1 1

現 0 1 2

現 01 3

現 0 1 4

現 0 1 5

台 l X 1 2

台 l X h

台 l X 1 7

台 0 0 8

台 010

台 0 1 1

攻 t r l l

攻 t X 1 2

攻 t X 1 3

政 l X 1 4

政 l X 1 5

2

1

1

1

1

1

1

4

1

l

l

2

2

2

1

2

1

4

1

1

1

6

4

2

6

3

1

1

3

1

|l

1

1

1

2

1

I

1

1

2

1

1

1

3

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

l

1

1

1

[

2

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

１

　

１

　

　

　

２

　

　

　

１

　
１

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

2

1

2

1

1

1

1

〔

1

2

1

2

2

1

2

1

1

2

1

1

1

1

1

2

3

1

1

|

2

1

１

　

　

２

1

2

１

　

　

　

２

1

1

1

3

7

1

4

|1

1

1

1

1

1

1

1

2

5

1

2

1

2

1

1

1

2

3

2

1

1

4

1

3

10

9

14

7

7

3

6

10

7

3

18

8

7

2

9

7

15

8

2

11

4

9

11

9

2

1

2

2

3

3

11

5

1

6

7

8

4

4

3

2

3

9

8
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合計 7 6 駒 10 3 12 3 ，‘ 8 11 8 16 3 1 1 10 3 0 4 4 328

公―中学校公民

基―高等学校家庭基礎

掛 高等学校家庭総合

生―高等学校家庭生活技術

現一高等学校公民現代社会

台―高等学校公民台理

政―高等学校公民政治 ・経済

0教 科書に記載されている図及び衰一
覧(表11)

介護保険に関する記述のあつた教科著の中には、介護保険の仕組みやサービスの流れな

どが図や写真、表を使つて表しているものが24教科書あつた,中 学校の公民においては 5

教科書、高等学校の家庭像 庭基礎、家庭総合、生活技御 13教科書、現代社会 5教 科書、

政治 ・経済 1教科書だつた 図 、写真、表に分けた時、一番多いものは図で、24教 科書中

20教科書に記載があつた_表 は8教科書、写真は 5教科書だつた。

内容をみてみると、介護保険制度の流れや仕組みについて 20稜科書、要介護度の区分

について4教科書、介護サービスの利用について 3教科書が主なものであつた。

表 11 教 科書に記載されている図及び表一覧

政治 lX15 園 :介譲保険傾度のしくみ

公民 9 0 1 写真 :介芭保険の実造を伝える新問

公民 9 0 2 図 :介苺保険胡度のしくみ

公民 903 図 :介護保慎篇度のしくみ

公民 91b 田 :介護保険のしくみ

写真 :デイサービスで入浴の介護を受ける高齢考

公民 9 0 7 図
表
表

値 名なし)

要介護度の区分
介α保険で受けることのできるおもなナービス

現代社会 lll12験
表‥

:在宅介霞サーlrス

最重度の介領が必要と認定されたケアプランの例

現代社会的3 図 :公的介護保険のしくみ

現代社会 l X 1 7欧
報

介苺保険のしくみ
:ヘルパーの介まで入浴する者人

現代社会 lX18 田 :介領保険のしくみ

写真 :介芭保険法関連の新聞記事

現代社会 015 園 :介壷保険のしくみ

家庭lXll 園

表

公的介稜保険のしくみ

在宅サービスの利用例 (要介種 5の場合)

務 t X 1 2 園

表

「介章保険偶度Jの しくみ

要介速度の区分、支持限度頼、サービスの例、認定状況
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田 :介護サービスを利用するには

雑 d 1 3 図 :介種保険開度のしくみ

家庭 lXh 国 :介在保険と福社サービスを受けるまでの流れ

薙 l X  8 図

園

介護保険サービスの流れ

介護サービスの利用

難 t X 1 9 田

表

公的介憲保険のしくみ

在宅サービスの利用例 便 介護 5の毎合)

葛=庭 010 表 :要分ま度の区分、支給限度額、サービスの例

身コ営011 表

田

入所サービス路捜の種源

介護保険開度のサービスの利用の流れ

家庭 012 田 介海保炭高度のしくみ

家庭 016 図 :介書保険利用の申請からサービス開始まで

薙 017 函 :介護保険絡付の手携き

毅 018 図 :介硬サービスの流れ

家庭 019 表 :要介護度の区分、支絡限度額、サービスの例

5.教 科書調査の考宗

1)学習指導軍傾に記載されている目標 ・内容

教科書の内容は、介護保険について記述のある教科書であるという共通性はあるが、介

護保険に関する取り上げ方や内容というものは中学校と高等学校、教科や科 目によつて異

なつてくる。それは学習指導要傾において求められているもの、目標や内容が異なるから

である そ の各議料や科目の目標 ・内容について考奏 してみる.

(1)中学校の公民

中学校の公民では、4つ の日標があげられている 介謹保険は 2つ めの目標である、 「民

主政治の意義、国民の生活の向上と経済活動とのかかわり及び現代の社会生活などについ

て、個人と社会とのかかわりを中心に理解を深めるとともに、社会の諸問題に若目させ、

自ら考えようとする態度を育てる、Jの 「国民の生活の向上と経済活的と日入と社会との

かかわりを中心に理解を深めるとともに、社会の話問題に着目Jの 部分及び、4つ 目の目

標である 「現代の社会的事象に対する関心を高め、様々な資料を通切に取集、選択して多

面的 ・多角的に考宗し、事実を正後にとらえ、公正に判断するとともに適切に表現する能

力と強度を育てる Jの 現代の社会的事象に対する関心を高めという部分に基づき記述さ

れていると考える_ま たその2衛所に関しては、教科書に記述されている内容ともつなが

つており以下のように記されている。前者については、日人と社会生活という項目に ,垂

族や地強社会などの機能を級い、人間は本来社会的存在であることに着目させ、個人と社

会とのかかわりについて考えさせる.そ の際、現在の家族稿度における個人の尊隊と高性

の本官的平等、社会生活における取決めの重要性やそれを守ることの意義及び壇人の責任

などに気付かせるJと あり、後者は国民生活と福社という項目に 「国民生活と福社の向上

を図るために、国や地方公共団体が果たしている経済的な役割について考えさせる。その

際、社会資本の整樽、公書の防止など環境の保会 社会保障の充実、消費者の保護、租税
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の意塗と役割及び国民の熱私の義務について理解させるとともに、限られた財温の配分と

いう包点から財政について考えさせるJと ある。

内容の解説を競むと、社会保時の充実、消費者の保護、租税の意義と役割及び国民の納

税の義務を取り上げ財政について考えて行く必要性があげられている。また教科書の記述

を見ても、少子高齢社会など現代社会の特色を踏まえてうえで 「財政Jに ついて積極的に

考えさせて行こうとする配慮がある 社 会生活に関しては、身近な社会集団として家族、

学校地域社会などを取り上げるとともに、日人が結びういて社会が生まれ、社会生活が営

まれていることを理解 させ、社会生活を円滑にするために互いの合意に基づいてルールが

作られていうことなど日常の具体的な事例を取り上げ、考えさせていく必要性がある24j

そして中学校における公民は、今後高等学技においても雑競して学んで行く科目であるこ

とから、公民的分野の導入部として位置づけるためにも、身近な問題から考える必要性が

ある方)

介護保後について取り上げることで、以下の学びがある_

・家族や地域社会などの機能について扱うことで、人間は本来社会的存在であることに

着目することができ、個人と社会とのかかわりについて考える機会となる。

・現在の家族制度における相人の率厳と高性の本質的平年、社会生活における眼決めの

重要性やそれを守ることの意義及び壇人の責任などに気付く嶺台 となる_

・国民生活と福祉の向上を図るために、国や地方公共団体が果たしている経済的な役割

について考えることができる

・社会資本の建偏、公者の防止など環境の保全、社会保障の充実、消費者の保護、租税

の意義と役割及び国民の納税の義務について理解することで、限られた財源の配分と

いう観点から財政について考えることができる.

0高 等学校の家庭

高等学校の家庭は、家庭 という教科が家庭基礎、家庭総合、生活授行の 3科 目に分かれ

それぞれ目標が上げられている_介 護保険については教科全体目標の 「人間の住全な発達

と生活の営みをお合的にとらえ、家族 ・家庭の意基、家族 ・家庭と社会とのかかわりにつ

いて理解させるとともに、生活に必要な知様と技術を習得させ、男女が鶴力して家庭や地

なの生活を創造する能力を実験的な態度を育てるJの もと記述されている

(2)-1家 庭基礎

家庭基礎では 「人の一生と家族 ・福祉」の項目の中で 「人の一生を生遇発達の視点でと

らえ、家族や家庭生活の在り方、■勘児と高齢者の生活と福祉について理解させ、男女が

相互に協力して、家族の一員としての役常を果たし家庭を築くことの重要性について認畿

させる。Jの 部分に記述がある,こ の記述は生活技術の内容と同じものである。また商齢

者の生活と福社の中項目で 「高齢者の心身の特徴と生活及び高齢者の福祉について理解さ

【
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せ、高輪者の自立生活を支えるために家族や地域及び社会の果たす役割が重要であること

を認捜させるJと いう部分の記述に基づいて書力れ ている_

Q)-2家 庭総合

家庭総合では 「高齢者の生活と福祉Jの 大項目の中に 「高齢者の心身の特徴と生活、

高輪者の福祉などについて理解させるとともに、介まの基礎を体験的に学ぶことを通して、

高齢者の自立生活を支えるために家族や地歳及び社会の果たす役割について認確させるJ

二あり、中項目では 「高齢者の心身の特歓と生活J、 「高齢者の福aLj、 「高齢者の分ま

の基礎J、 月項 目ではそれぞれ r加齢に伴う心身の変化 と特徴について理解させるととも

に、高齢者の生活の現状と課題について認識させ、高齢者との道切なかかわりについて考

事      「高齢社会の現浪 と課題について考えさせ、高齢者福社の基本的な理念と高

齢者福世サービスについて理解させるJ、 「日常生活の介助を体験的に学ぶことを通して、

高齢者介護の心構えやヨミュニケーションの重要性について認識させ、高齢者と適切にか

かわ在ことど〔主基上互L主 る」という柄分に基づいて言かれている

(2)-3生 活技術

生活技術では生活技待では 「人の一生と家族 ・桶性、消費生活、衣食住、家庭生活と技

術革新などに関する知桟と技術を体験的に習得させ、生活課題を主体的に解決するととも

に、家庭生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を市てるJを 目標としており、この目

標のもと、 「人の一生と家族 ・福祉Jで は、人の一生を生涯発達の視点でとらえ、家族や

家庭生活の在り方、乳幼児と高齢者の生活と福祉について理解 し、男女が相五に協力して、

家族の一員としての役割を果たし家庭を築くことの重要性について認議していけるよう

な方向付けが必要である

家庭では、高齢千福祉に関する法律や制度の詳締よりも、地域活動を通し高補者への日

常生活の介助や食事、若臓次、移動などの実習を通して、高齢希の特徴や偏社に関して興

味を持ってもらうことを力点においており2612n、高齢者とのふれあいや交流などの実践的

な活動を取り入れながら、介護保険という一つの仕組みを高齢者が生活するうえでの一つ

の社会保障綱度の拐として取り上げているといえる_

介護保険について取り上げることで、以下の学びがある_

・高い者の生活と福社について環解できる

・高齢者の心身の特領と生活及び高齢者の福社についてJ「fし 、高齢者の自立生活を支

えるために家族や地域及び社会の果たす役樹が重要であることを認機できる。

・高齢者の心身の特徴と生活、高齢者の福社などについて現解できる

。分護の基礎を体験的に学ぶことを通して、高齢十の自立生活を支えるために家族や地

域及び社会の果たす役常について認識できる
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・加齢に伴う心身の変化と特歓について理解させるとともに、高齢者の生活の現状と課

題について認級 し、高齢者との道切なかかわりについて考えることができる_

・高齢社会の現状 と課題について考え、高齢者福社の基本的な理念 と高齢者福社サーど

スについて理解できる

。日常生活の介助書体験的に学ぶことを通して、高齢者介護の心構えやヨミュニケーシ

ョンの重要性について認識でき、高齢者と適切にかかわることができるようになる.

(3)高等学校の公民

高年学校の公民では、 「広い視野に立って、現代の社会について主体的に考泰させ、理

解を深めさせるとともに、人間としての在り方生き方についての自党を育て、民主的、平

和的な国家 ・社会の行為な形成者として必要な公民としての資質を養 うJと いう教科の同

標に、3つの科Rそ れぞれの同標 ・内容があげられている_

(9-1現 代社会

現代社会では、 「人間の尊重と科学的な探究の精神に基づいて、広い視野に立つて、唾

代の社会と人間についての理解を深めさせ、現代社会の基本的な88題について主体的に考

え公正に判断するとともに自ら人間としての在 り方生き方について考える力の基礎を養

い、良鹸ある公民として必要な能力と態度を市てることJと いう目察のもと、 「現代に生

きる私たちの課題Jで は、現代社会の話間題についてFl己とのかかわりに若日して課題を

設け、倫理、社会、文化、政治、経済など様々な観点から追究する学習を通して、現代社

会に対する腐心を高め、いかに生きるかを主体的に考えることの大切さを自党させること

が内容に記されている 「現代の社会と人間としての在 り方生き方Jで は、 「大衆化、少

子高備化、高度情報化、国疎化など現代社会の特質と社会生汗の変化についての理解、基

本的人権の保障と法の支配、国民主権と宙会制民主主義、平和十義と我が日の安全につい

ての鞠 、などに基づいて教科書には弁護保険について記述されている_

現代社会の内容の特歓は、青年期の意義というものを現代社会の持問題と結びうけて考

えている点である 介 護保険はまさに現代社会の問題の一つである_少 子高齢化や高度情

報化、国際化などの社会的事象に対する日心をもと、多角的な角度おち 物事をみる能力、

つまり年りのない結合的な思考力を持うことが求められている2Bl様々な問題が自分自身

の生き方に関わつていることを考え、民主社会において自ら生きることについて考えてい

く必要がある_介 護保険を取り上げることは、少子高齢化など現代の社会が抱える間嬉の

一つとして具体性があり、学びとなる2Dl.現代社会で青年の意義や現代社会の問題につい

て考えて行く必要性があるが、現代社会の科目だけでなく公民の他科目や家庭などの科目

とともに関連させながら学んで行く必要性がある

介譲保険について取りにげることで、以下の学びがある

。現代の社会と人間についての理解を深めることができる_
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・現代社会の基本的な摘題について主体的に考え公正に判断するとともに自ら人間 とし

ての在り方生き方について考える力の基礎を養い、良載ある公民として必要な能力と

韓度を学ぶことができる

。現代社会の議田題について自ことのかかわりに着日して課題を設け、倫理、社会、文

化、政治、経済など様々な観点から追究する学習を通し、現代社会に対する関心を高

め、い力ヽ こ生きるかを主体的に考えることの大切さを自覚することができる、

。大衆化、少子高齢化、高度情報化、国際化など現代社会の特質と社会生活の変化につ

いての理解ができる_

・基本的人権の保障と法の支配、国民主権と議会御民主主義、平和主義と我が国の安全

についての理解ができる

(3)-2倫 理

偽理では 「人間尊重の精神に基づいて、予年期における■己形成と人嗣としての在 り方

生き方について理解と思索を深めさせるとともに、人格の形成に努めるgnlJ意 欲を高め、

生きる主体としての自己の確立を促 し、良酸ある公民として必要な能力と態度を育てるこ

とJを 目標としている,台理の内容は 2つ に別れており、そのうち 「現代と倫理Jの 中に、

「人間の尊厳と生命への長敬、白然や科学技術と人間とのかかわり、民主社会における人

間の在り方、社会参加と奉仕、FI己実現と幸福などについて、倫理的な見方や考え方を身

に付けさせ、他者と共に生きる白巳の生き方にかかわる課題として考えを深めさせること、

「生命、環境、室基 ・塾堕埜全、情報社会、世界の様々な文化の理解、人類の福社のそれ

ぞれにおける台理的課題を、自己の課題とつなげて追究させ、現代に生きる人冊としての

在 り方生き方について自党を深めさせることJな どに基づいて教科書には介護保脚 こつい

て記述されている,

台理の内容の特領は、倫理的な見方や考え方をみにつけるために、家族についてや地域

社会、情報社会について取り上げそれを題けに世界の様々な文化の理解や編社に関する待

理的課題を学んでいく方向性があるということである_倫 理を考える上での取器かりとし

て宗教や哲学者の思想、日本人の考え方などを学び、そこから具体的に現代社会の問題と

あわせ考えて学んで行 く方向性がみられる

介護保険tつ いて取り上げることで、以下の学びがある。

・民主社会における人間の在り方、社会参加と奉仕、自己実現と幸福などについて、倫理

的な見方や考え方を身に付けることができる_

・他者と共に生きる自己の生き方に関わる一つの課題 として考えを深めることができる_

・生命、環境、家族 ・地域社会、情報社会、世界の様々な文化の理解、人類の福社のそれ

ぞれにおける倫理的課題を、自己の課題とつなげて追究し、現代に生きる人間としての

在り方生き方について自党を深めることができる
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(3)-3政 治 ・経済

政治 ・経済では 「広い視野に立って、民主十義の本質に関する理解を漂めさせ、現代に

おける政治、経済、国際関係などについて客観的に理解させるとともに、それらに関する

諾課題について主体的に考泰させ、公正な判断力を養い、良識ある公民として必要な能力

と態度を育てることJを 目標としてV るヽ.政 治 ・経済は 3つ の内容に別れてV る` そ の中

の 1つ である 「現代社会の詩課題Jに は、 「攻治や経済に関する基本的な理解を踏まえ、

現代の政治や経済の話誤題を追究する学習を行い、望ましい解決の在り方について考宗さ

せるょことを十日においている。具体的には '大きな政府と小さな政府、少子商齢社会と

社会保障、住民生活と地方自治、情報化の進展と市民生活、労使関係と労鶴市場、産業裾

造の変化と中小企業、消費者問題と消費者保護、公害防止と環境保全、農業と食料問題な

どについて、政治と経済とを関連させて考環させるJこ とが書かれている_

攻治 ・経済の内容の特徴は、現代社会における用本の経済や政治における状況の中から

課題について考え、政治や睦済について公正かつ客相的な見方や考え方ができるように記

されていることである_

介護保険について取り上げることで、以下の学びがある_

。大きな政府と小さな政府、少子高齢社会と社会保障、住民生活と地方向治、債根化の進

展と市民生活、労使関係と労働市場、産業構造の変化と中小企業、消費者問題と消費者

保護、公書防1卜と環境保全、晨葉と食料問題などについて、政治と経済とを関連させて

考寮することができる

分研究対象教科書の内訳

研究対象教科書において介護保険に関する記述のあつた教科書数は総数49冊であつた

そのうち記送のあった教科書は中学校では公民、高等学技では家庭像 庭基礎、家庭継合、

生活技御 、公民(現代社会、倫理、政治 ・経済)のみと教科別内訳がはつきりと分力れ る

結果であつた,こ れは学科指導要領のなカモ 、その締 ごとに目察、科Bご とに目標と内

容が示されており、学目指導要領の中で 「高齢者Jや 「福祉J、 「社会保障嗣度Jに つい

てあげられている教科に記述が認められたと言える

例えば同じ教科であつても小学校、中学校、高等学校では介護保険に関する記述がある

ものとないものがある_記述が認められた教科書は中学校においては公民、高等学校では、

家庭、公民(現代社会)、公民ぐ常チ職、公民(政治 ・拝済)であるが、中学校の家庭において

は介護保険に関する記述がないのに対し静等学校では指定教科書 19冊 中 18冊において記

述を認めた こ れは高等学校が家庭という科月から 「家族 ・家庭の意義、家族 ・家庭と社

会とのかかわりJを 理解することが日標 2Blなのに対し、中学校の家庭では 「生汗に必要な

基礎的な知技と技術の俸得をとおして生活と技術とのかかわりにういて理解をするJこ と
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が目標 効であり、中学校で学んだことをさらに応用発展したものが高等学校の家庭である

といえる

また指導要領の中では高等学校が 「人の一生と家族 ・福祉Jの 項の 「高齢者の生活と福

社Jの なかで 「高齢者の心身の特徴と生活及び高齢者の福祉について理解させ、高齢者の

槍立生活を支えるために家族や地域及び社会の果たす役割が重要であることを認識 させ

る_Jと 高齢者の身体的、心理的、社会的特長と生活の概霞を学び、高抑性の特僚をふま

えた今後の課題や幅社の郵全とサービスの概要を学ぶことがあげられている 一 方、中学

校では 「家族と家庭生活Jに ついての目棟はあるが、自分自身の成長とともに家族や家庭

生活との関わりについて考えるところにとどまっている

公民については、中学 ・高等学校 ともに記述を認め、高等学校においては公民が現代社

会、倫理、政治 ・経済の 3科 日に分力れ ているが、そのいチれにも郵求されている教科書

があつた 高 等学校が公民を 3つの分野に分けていることで、それぞれ弁護保険について

学ぶ視点が異なり、より広い視点から深い学びが得られるような要領になつている

3)記述のあつた教科書における 「もくじJの 内容

中学校の公民は高等学校の教科書の多くが編、キ、大項コ、中項目、イ頬 早の 5項 目に

則れているのに対し、福、章、大項目、小項目のほぼ4つ に分類することができた_こ れ

は、中学校の学智が高等学校への導入部としての位置づけがあることがわかる そ のため

高等学校の教科書ではより深い学びをすることになり、項目数も細分化され増加している。

中学校の公民の内容は、程は暮らしや生活に関する枠粗みであり、章はmL4こ ついて、大

項日、小項日は社会保障の一環として介護保険を取 りLげている場合が多く、 「介護保険J

という言葉を使った,卜項 日tt 7教科書中1つだけであつた.

それに対し高等学校の家庭では、洞において,「 人J、 「人生」、 「生きる」などがキ

ーフードとなつており、そこから章では 「高齢者J、 「高齢社会」へと発展 し、大項月、

中項目では 「社会システムJ、 「福祉Jが 表ル ト項目で 「介憩保険Jに ついてあげられて

いる激科書は 19教科書中 10教科書で、 「介護Jと いう言葉は残 り9教 科書中4議科書あ

つた

高等学校の現代社会では、幅においては 「現代の社会J、 「人間J、 「人間としてのあ

り方Jな どがキーワードとなつており、章では '国民福祉」、 「福祉社会Jへ と発展し、

大項目、中項目では 「経済J、 「社会保障J、 「少子高齢化Jが 表れ小項目で 「介護保険J

についてあげられている教科書は 2教科書であった,

倫理では、編においては 「現代の命現」、 「現代を生きるJな どがキーワー ドとなって

おり、章では 「現代の諸課題J、 「倫理」へと発展、大項日、中項日では 「家族 ・地域社

会J、 〔地厳社会Jが 表れ小項同で 「分書保険Jに ついての項日は 0だ つた  「高齢Jと

いう言葉が6教科書中すべてにおいて使われていたぃ



29

政治 ・経済では、調においては 「現代社会」などがキーワードとなつており、章では 「現

代経済J、 「現代社剣 、 「現代政治Jへ と発展 し、大項目、中項目では 「社会保障J、

砂 子高齢化Jが 表れ小項目で 「介護保険Jlこついての項目はなかつた, 1社 会保障」 と

いう言葉が使われている教科書が 5激辞言中3教科若だつた

このもくじの小項目で 「介護保険Jと いう言末を使つている項目の多し潟 目は、教科書

の中で介護保険について記述のある量が比例しており、同じく学習指導要領で野目標や内

容において介護保険に関する項目が多い教科はもくじの小項目において使われているコ

数が多かつた,

0教 科書と筆者との関係

介護保険の記述に関して、教科書を執筆している著者によつて伺りがあるか検討 した

複数の教科書を執筆している著者は0名 で、そのうち執筆教科書すべてにおいて介譲保険

について苔いている著者は 8名で、1をは著者 2冊 中 1冊 は介護保険について育いておら

ず、もう1冊は記述して,t_

また、介護保険に関して記述していない執宇者は、各 1冊の著書に言力章していないだけ

で、他の教科書との関連性はみられなかつた

以上の 2点 より、 「著者により特徴があり、介護保険に関する記述がある人、ない人と

いう特徴が見られるJという仮説である、記述の有無と著者との関連性を証明することは、

絶対数の少なき、教科書を重複指定漱律 している幸者が少ないこと、1名 に関しては介護

保険について書V てヽV るヽ教科書と、書いていな↓戦 科書があるためこの分析からの判断は

難しい=

9教 科書と出版者との関係

介種保険に関する記述のある教科書を出版しているところと、教科書との関係をみてみ

る_出 販社の株式会社清水幸院(以下清水という)は分護保険について触れられていない教

科書が 3冊 と最も多かつたが、執筆者は 3冊 とも異なり、記述がないことと執筆者との関

連性を表現することは難しい 同 様に教育出販株式会社 (以下教出という)は 2冊 の教科書

ともに記述がなかつたが、若者は異なつていた こ のことから4)で述べたこと同様、若者

と記述の有無に関する判断は難しい,

0教 科書内容分類

教科書の内容も科目のカテゴリー別でみてみると、最も文章数が多かつたのは 「制度の

卸設の背景とねらいJで 127文、次に 「今後の課題J44文 、 「問題点J卸 責だつた

すべての科同で 「岡度の創設の背景とねらいJカ テゴリーの項日が多いという結果は、

介護保険の詳しい性質に関してよりも、介護保険の背景や体系を知ることで高齢者の特領
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や、社会保障徹度について学ぶことが目的であることを集欲している_例 えば白理では介

籠保険について学ぶことで 「社会参加とttLJや 「家族 ・地域社会Jに ついて目を向け、

自己実現やキ福などについての白理的な見方や考え方を身に付けることを目標にしてい

る_学習指導要額の目標、内容と照らし合わせてみると、ここまで学ばせたいという目標、

内容にそつた記述がなされていることがわ力屯 .

介章保険に関する記述のカテゴリーと各教科書との関係性からは、カテゴリー数の多い、

少ないは数的にHf断できるが、その数字から教科書の特色まで判断することは、一概に続

一して比較することの難しさより、特ことして言↓判 略 ことは難 しい

7)教科書に記載されている図及び表一覧

中学校の公民においては 5教科書、高等学校の家庭 13教科書、現代社会 5教科書、政

治 ・経済 1教科書だつた.図 、写真、表に分けた時、一番多いものは園で、24教 科書中

20教科苦に記載があつた,表 は8教科書、写真は 5教科書だつた こ れは一般的にわかり

にくいと意段を持つ弁護保険について、図や表を多用することにより、中学校 高ヽ等学校

の生徒逮が自分の問題として考えられるような工夫である ま た内容をみてみると、介護

保険制度の流れや仕紐みについて 20教科書、要介護度の区分について 4教科書、分書サ

ービスの利用について 3教科書あつたが、この 3点 の基本的事項について理解を求めてい

ることや、国や表にしたいうが理解を得られやすいものを乱とし、工夫されている。

v ま とめ

1 あ るべき分護保険柄度に関する教育の方向性

今回、教科書の分析を行い教育 していく にで、どのようなものが求められているかを考

える域会となつた

介護保険柄度について学ぶことは、多くの視点を学ぶ Lでの題材の一つであると考える

介置保険について半革ことで、家族や地技社会などの機能を学び、人間は本来社会的な位

置に存在するものであることに若目し、個人と社会との関わりについて考える機会となつ

たり、現在の家族制度における個人のキ隊と高性の本質的平等、社会生活における取決め

の重要性やそれを守ることの意義及び棺人の責任などに気付く機会ともなる_

また国民生活と福社の向上を図るために、日や地方公共団体が果たしている経済的な役

割について考え、高齢者の心身の特僚を生活及び高齢者の福社について理解をし、高齢者

の自立生活を支えるために家族や路技及び社会の果たす役割が重要であることを盟告す

る機会にもなる。そして介龍保険嗣度の開持は、現代社会の一つの問題として自己との関

わりに若同し、介護保険を課題の例 として設け、倫理、社会、文化、政治、経済など様々

な観点から追究する学習をおこなう機会を得ることができるのである そ こから現ttl会

に対する関心を高め、いかに自分らしく生きるかを主体的に考えることの大切さを自党す
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ることができると考える_

このよチな学びを導くため、1つ の教科での学びに終わらせるのではなく、各教科及び

器目において運動させ、社会体系について学んでいけるような方向付けが必要である.

2.あ /jぺを高齢化社会に関ける教育の方向性

介護保険幅度は高齢化社会に対応して始まつた船度と考えると、施設中心の福祉から在

宅への移行が進んでいる現状は、途上段階ではあるが望ましい福社の形になつてきている.

翔 ち 社会的介護、専同化による介護へと移 り変わり、社会全体で 「介護Jを 支え

ていこうと考える時ヽそのケアを行う担い手は専門性を保障するための技術と責任を持た

なくてはならない。福祉や分護の専門家として介護福祉士や介譲支援専門員が国家資格と

して位置づけられている点を見ても、今後の専門家としての期待を感じられすにはいられ

ないす

すべての人が介置に関わる時代であり、これからは弁護に関して自分の家族だけではな

く、絶域で高齢者や療養者を支えて行く時代、高齢者や療養者の近隣住民も関わつて行く

時代となる_そ のような時代となる時、中学校 ・高等学校で学んだ介護保険制度のことが

生理を通じてそのよチな意味を持つだろうか_普 通教科の中に介護保険について学ぶこと

が求められてきており、 「福祉」を学ぶことは今や特別なことではなくなつた 今 回の調

査で、現在中学校 ・高等学校に通つている生徒達が手にしている教科書に書かれている介

護保険について取り上げただけでも、膨大な量であった_そ れは現代社会において介護に

関する意味を問う音を求められている特桑である.

生徒逮が社会にでた時、どのように汗かしていけるか こ の点について一
番学んでほし

いことは、現代日本における背景を基本としたものの考え方である 今 回の調査でもわか

るように、どの教科書においても 「寵度の飼設の背景とねらい」が最も多くの記述があつ

たカテゴリーであつたムこの結果から見ても、中学校 ・高等学校において介護保険につい

て教える態味は、高齢社会に世界的に見ても最も早いスピー ドで調達したわが日において、

今後必要不可欠である高齢者問題を、経済面、社会保ほ 地域交流、自己形成など多角的

な角度から物事を考えていくことが、それに使すると考える

地城全体で文えていく福祉国家を作り上げていくためにも、ます慣々の意設的なものの

見方が必要であり、今後の教育の方向性に期待すると共に、自らそれに関与して行きたい

と考える
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